文法部分助動詞の練習

練習1（最も適当なものを一つだけ選ぶ問題です）
１．（そんな常識をあなたに言われる～。）
A.はずもない（也不会发生这种情况）
B.までもない（用不着；没有必要）
C.必要がない（没有必要）
D.可能性がある（有可能）（Cも間違いではないが、会話文ではBがよく使われる）

２．（規約によって聞いてはいけない～。）
A.ものでもない
B.わけでもない
C.わけでもない
D.ことになっている（有规定要做）

３．（彼女の喜びようと～。）
A.いうならこまった（如果要说的话就麻烦了）
B.いってもよかった（也可以这么说）
C.いったらなかった(「～といったらない」没有比更；极了)
D.いうしだいだった（这么个情况）

４．（美しさの点ではまあまあ～。）
A.にはあたらない（不必；不值得）
B.といったところだ（大致上的程度；再多、再好也只是那样）
C.いったらなかった
D.いうしだいだった（缘故；经过）

５．（家から～出られなかった。）
A.出れば
B.出たなら
C.出ようが
D.出ようにも（「～うにも～ない」就是想…也不能）

６．（一人で雪山登山なんて危険～。）
A.の至り（いい方面に使用）
B.に相違ない
C.にたえない（感謝、自責の念など感情に使用）
D.極まりない（极其；非常）（話し手がそのことについて強い感情を持っている）

７．（彼は他人の痛みを知ろうとも～。）
A.知っている
B.知らない
C.知れない
D.しない（「～うともしない」根本不愿意去做）

８．（悔しくて、あきらめようにも～。）
A.あきらめられる
B.あきらめられない
C.あきらめるほかない
D.あきらめきれない（「～うにも～ない」５番参照。BDともに可だが、Dは「完全にあきらめる」の意味だから語気が強くなる）

９．（どういう結果になるかは想像に～。）
A.かたくない（「（想像、察する、など特定の語）にかたくない」不难；很容易就）
B.かたい
C.かたかろう
D.かたからず

１０．（こんな夜中に電話してくるなんて、非常識～。）
A.極めている
B.極まらない
C.極まっている
D.極まりない（极其；非常）

練習２

１．（ほめているようだが、実際は相手にばかにされているに～。）
A.あたいしない
B.あたらない
C.すぎない（听起来他在夸你，可实际上不过是人家在嘲笑你）
D.かたくない

２．（狭い日本でこれ以上車を増やす～と思う）
A.べしだ
B.べくもない
C.べきではない（不应该；一种建议）
D.べからざること

３．（あの恰好は、まったく見るに～。）
A.かたくない
B.たまらない
C.たえない（「～にたえない」无法；不值得）
D.おえない

４．（この不況では昇給なんてのぞむ～もない）
A.よう
B.べく（「～べくもない」それをすることができそうもない）
C.わけ
D.こそ

５．（彼は物事をおおげさに言う～。）
A.きらいがない
B.きらいではない
C.きらいらしい
D.きらいがある（ここでの「きらい」は「傾向」という意味。よくない内容を表すことが多い）

６．（世界的に有名な歌手と握手できたなんて、感激の～。）
A.せいだ
B.きわみだ（「～のきわみ」之极　いいことの場合、「～の至り」とも交換できる）
C.ことだ
D.ところだ

７．（朝から青空だし、どうやら雨は～。）
A.降らんばかりだ（快要下了）
B.降りそうもない（推量。「どうやら～そうもない」 好像不会～）
C.降らないそうだ（传闻）
D.降りかねない（有可能下）

８．（あいつはどうしようもない。あれこれ言い訳をしたあげく、しまいには泣き出す～。）
A.結果だ
B.始末だ（结果到了～的地步）
C.最後だ
D.終末だ

９．（こんなに頼んでも断られるなら、あきらめる～だ。）
A.より
B.から
C.まで（「～まで（のこと）だ」只好；只有　仕方がないからそうするという覚悟や決意を表す）
D.こそ

１０．（子供のけんかに大人が口出しをする～。）
A.ものだ
B.までだ
C.までもない（用不着；没有必要）
D.ものでもない

練習3

１．（彼は酒癖が悪く、飲みすぎると最後には泣き出す～だ。）
A.始終
B.結末
C.始末（结果到了～的地步）
D.終始

２．（被災地の一日も早い復興を祈って～。）
A.やまない（「～てやまない」衷心 深く強くその気持ちを持っており、いつまでもそう思う）
B.おかない
C.たえない
D.かたくない

３．（試験の結果が出るので、朝からじっとして～のです。）
A.ならない
B.やまない
C.たまらない
D.いられない（「～ていられない」 不能保持某种状态）

４．（一人で海外へ出張に行くのは心細い～だ。）
A.だらけ（净是 接名词）
B.かぎり（极其）
C.のみ（仅；只）
D.きり（仅；只是）

５．（勉強は大事だが、ただ勉強する時間が多ければよい～。）
A.といったらない
B.きらいがある
C.というものでもない（也不能说）
D.というにはあたらない

６．（遅刻しないとはいえ、その仕事ぶりは～。）
A.ひどいわけではない
B.ひどいはずがない
C.ひどいといったらない（虽然不迟到，但他的工作态度懒得要命）
D.ひどくはなかった

７．（やっとまじめに働く気になったと思いきや、～。）
A.働かずにはすまない
B.遊び歩かないものでもない
C.まじめに働いている
D.飲酒運転で事故を起こした　（「～と思いきや」本以为 但出乎意料的是）

８．（いくら勉強しても、体を壊してしまったら～。）
A.なににもない
B.それからだ
C.それまでだ（到此为止；罢了）
D.なんでもない　（「なんにもならない」も可）

９．（彼はみんなにあれだけ迷惑をかけたのだから、～だろう。）
A.謝らないことはない（不是不道歉）
B.謝らないものでもない（也并不是不道歉）
C.謝らずにはおかない（表现一定要做的意志或一定会如此的状态）（「必ずそうする」「必ずそうなる」という意味で、「みんなは彼を謝らせずにおかない」は可。）
D.謝らないではすまない（不道歉不行）（「～ないではすまない」本人の義務感や周囲の状況、社会的常識から、何かしなければ許されない、あるいは物事が解決しない）（主語は「彼」）

１０．（一度でも彼のステージを見たら、ファンに～。）
A.ならずにおかない（「彼はみんなをファンにならせずにはおかない」は可能だが、「ならないと許さない」という語気があるので不適当）
B.ならずにいられなくなる（心が抑えきれず、自然にそうなる）（主語は「あなた」）
C.なってはいられない（不能做下去）
D.なってはすまない（×）

練習４

１．（このドラマは見る者を感動させずには～だろう。）
A.おかない（必ずそうなる）（主語は「このドラマ」）
B.いけない
C.しない
D.ならない　（「このドラマを見た人は感動せずにはいられないだろう」も可。このとき主語は「人」）

２．（彼は何でもものごとを悪い方に考える～。）
A.にあたる
B.にかたくない
C.きらいがある（傾向）
D.上でのことだ

３．（汚職事件のニュースを聞くたびに、怒りを～。）
A.禁じかねない（有可能禁止）
B.禁じえない（禁不住）
C.禁じざるを得ない（不得不禁止）
D.禁じないではすまない（不禁止不行）

４．（いくら名誉や金があっても、死んでしまえば～。）
A.それまでだ（到此为止；罢了）
B.それだから
C.それだけだ
D.それほどでもない

５．（彼はひどすぎる。これが裏切り～。）
A.でなくてなんだろう（不是…又是什么呢）
B.にはあたらないだろう（不属于…吧）
C.ではないだろう（不是…吧）
D.とはいえないだろう（不能说…是吧）

６．（嘘をついたのなら、～にはすまないだろう。）
A.謝った
B.謝る
C.謝らず（不道歉不行）（「～ずにはすまない」は「～ないではすまない」と同じように、本人の義務感や周囲の状況、社会的常識から、何かしなければ許されない、あるいは物事が解決しないことを表す）（主語は「嘘をついた人」）
D.謝らない

７．（彼が優勝したからといって、それほど驚くには～。）
A.たえない
B.もとづかない
C.そういない
D.あたらない（不必；用不着）（「～するほどの大きな問題ではない／～しなくてもいい」という意味を表す。相手が過度に反応しているのに対し、「そこまで～する必要はない」と諌めたり諭したりするときに使用）

８．（便利そうだが、実際に使ってみないことには、～。）
A.安心してやまない（衷心地放心？）
B.安心するにはあたらない（不必放心？）
C.安心できそうもない（好像不能放心）
D.安心するかぎりだ（仅是放心？）（「～ないことには～ない」「もし～なければ、～ ない」という意味を表し、文末では「～（ら）れない」（可能形の否定）や、よくない事態が起こる可能性を意味する「～する恐れがある」（恐怕）や「～兼ねない」（有可能）などと呼応。「～しなければ不可能だ」「～しなければ悪い結果となる」という恐れ・心配の感情）

９．（被災者の話を聞いて、涙を～。）
A.禁じなかった
B.禁じざるを得なかった
C.禁じえなかった（３番参照）
D.禁せずにはいられなかった

１０．（母親は子供を助そういけるために、崩れそうな家屋に飛び込んだ。これが愛でなくて～。）
A.なんだろう（５番参照）
B.母親というものだ
C.親の責任だ
D.感激の極みだ

練習5

１．（新企画の中止に対して、担当者たちは反対せずには）
A.ならないだろう
B.ないだろう
C.しないだろう
D.おかないだろう（「～ずにはおかない」＋動作動詞では「～しなければ、自分の気が済まない／必ず～てやる」という強い決意を表す。＋心理・感情を表す動詞では「必然的に／思わず～させてしまう」という自然・自発の感情を表す。
　この文型は動詞の使役形と結びつくことも多く、強制的に或いは自然にある状況・心理状態に追い込むことを表す。）

２．（習慣や考え方は人によって異なるので、自分にとっての常識は他人にとっての非常識で）
A.ないともかぎられる
B.ないともかぎらない（「～ないとも限らない」は「もしかしたら～かもしれない」と同じ意味だが、「そうなる可能性はとても低いが、しかし～」という懐疑的語感を持つ表現。よくない事態の発生の可能性を述べるときは、ほぼ「～恐れがある」や「～兼ねない」と同義語となるが、「ない」の接続には注意が必要。）
C.あるともかぎらない
D.あるとかぎられる

３．（優秀な彼が論文を一週間で仕上げたと聞いても驚く）
A.にあてられない
B.にはあたる
C.にはあたらない（練習４の７番参照）
D.にあたるだろう

４．（人はとかく自身に都合がいい意見にのみ耳を傾ける）
A.きらいになる
B.きらいがある（傾向）
C.きらいである
D.きらいとなる

５．（電話をくだされば車でお迎えにまいりました）
A.ものを（不満、後悔、残念な気持ちを表す）
B.はずを
C.もので
D.はずで

６．（会長の力が衰えることは想像）
A.に難しい
B.に難しくない
C.に難い
D.に難くない（練習１の９番参照）

７．（情報化が進んだ今日、世界の状況を知るのにわざわざ現地に行く）
A.までだ
B.までではない
C.までのことだ
D.までもない（用不着；没有必要）

８．（被災地の一日も早い復興を願って）
A.おわらない
B.やまない（衷心）
C.しまわない
D.やめない

９．（今度また嘘をついたら、針千本飲まさずには）
A.やめない
B.もたない
C.おかない（１番参照）（主語は「私」）
D.えない

１０．（株式総会での決定を受けて社長は退任を）
A.余儀せずさせた
B.余儀せずされた
C.余儀なくさせた
D.余儀なくされた（「～を余儀なくされる」と受身形を使ったときは、周囲の事情に強制されて「～するしかなくなる／やむを得ず～する」という不本意の選択を表す）

練習６

１．（そんな都合のいい偶然がある）
A.だろうB.かもしれないC.わけだD.わけがない（「そうなる＜道理・理由＞は100％ない」と断定的に可能性を否定する表現。ほとんどの用例が「～はずがない」を使って表せるが、「～わけがない」は何かの理由・事情を問題にしている文脈で使われることが多く、「～はずがない」は可能性そのものを問題にした文脈で使われるため、「道理がない、不当だ」といった道義的・社会的責任を問題にする場合は「～わけがない」の方が自然。）

２．（今さら先生のせいにしたって、合格する）
A.べきではない
B.かもしれない
C.わけではない（文全体を婉曲に否定、文の一部を部分否定する際に使用）
D.までもない

３．（宝くじが当たるなんて、夢にだに）
A.見た
B.見なかった（「～だに」は極端な例を取り上げて強調する古い表現で、「～だけでも／～さえ／～すら」に相当する。書面語に属し、一般には否定形と呼応して「～だに～ない」の形で使われることが多い）
C.見えた
D.見えなかった

４．（現代人の生活は電気なしには）
A.語れるだろう
B.語れない（如果没有电就谈不上）
C.語れるわけである
D.語れずにすむ

５．（可能性はゼロではない。一生懸命やれば）
A.できるものではない
B.できることではない
C.できないものではない（状況によってはできるかもしれない）
D.できはしない

６．（手術後回復したかと思いきや、病状は）
A.やはり少しずつ良くなった
B.はたして健康をとりもどした
C.案の定悪化した（果然变得严重了）
D.またしても悪化していった（又变得严重了）（「～と思いきや」があるので、意外な状況を表す）

７．（何か心の中に穴があいたみたいで寂しい）
A.至りだ（名詞＋の　いいことに使用）
B.極みだ（名詞＋の　いいこと、悪いこと共に使用）
C.限りだ（感情を表す形容詞について「非常に～だ」を表す）
D.きりだ（只；仅）

８．（表彰していただいて、まことに光栄）
A.の至り（７番参照）
B.に存じ
C.まみれ
D.だらけ（です）

９．（台風が近づいているのに沖に出るなんて、危険）
A.極める
B.極めない
C.極まっている
D.極まりない（极其；非常）（話し手がそのことについて強い感情を持っている）

１０．（あなたを心配しているからこそ、私はあなたに、厳しく注意する）
A.ものです
B.はずです
C.のです（「～からこそ」「～ばこそ」の後ろには語気を強調するために「～のです」「～んです」がつくことが多い）
D.ことです

練習７

１．（見舞いに行ったが、相手は口をきいてくれず、まるで早く帰れと）
A.言いかねた（很难说了）
B.言わなかったそうだ（据说没说）C
.言いそうもなかった（似乎不会说）
D.言わんばかりだった（まるで～しそうな様子）（几乎要…）

２．（会社が休みをくれないので、旅行に行きたくても）
A.行かざるをえない（不得不去）
B.行かないではいられない（不能不去）
C.行きようがない（没法去）
D.行かずにはすまない（不去不行）

３．（「完璧に仕上げろ」と言われても、ロボットではあるまいし、そう簡単に）
A.できるものではない（应该不会）（普遍的事柄や社会常識から判断した一般論）
B.できるつもりはない（不打算会做？）
C.できないものでもない（也不是不会做）
D.できないつもりはない（不打算不会做？）

４．（冗談好きの彼だが、最近は少し冗談が）
A.過ぎるにたえない
B.過ぎるきらいがある(玩笑开得有点大了)
C.過ぎないまでのことだ
D.過ぎないものがある

５．（これほど部下に厳しいのは、部下のことを真剣に考えている）
A.からにはしかたがない（因为没办法？）
B.よりほかにない（只有这个选择）
C.からにほかならない（无非是因为…）（「～にほかならない」は「～以外のものではなく、正に～そのものだ」という他の選択を否定する強い断定表現）
D.ことになっている

６．（彼が悪いからといって、それを本人がいないところで）
A.言わずにはおかない
B.言わないものではない
C.言うものではない（禁止）
D.言わざるをえない

７．（これだけいろいろな問題が目の前にあると、自分の将来を）
A.心配せずにはいられない（「～ないではいられない／～ずにはいられない」は「自分の心が抑制できず、自然にそうなってしまう」の意味）
B.心配するものではない
C.心配するべきではない
D.心配せずにはおかない

８．（卒業生の健康と幸せを願って）
A.やまない（衷心）
B.そういない
C.とまらない
D.すまない

９．（重い病気にかかって、一人では食事）
A.せずにはおかない（不让别人不吃饭？）
B.せしめるほどだ（甚至要求别人吃饭？）
C.だにとっている（连饭都吃？）
D.すらできない（连自己吃饭都不会）

１０．（他の人にとって厳しい練習でも、彼にとってはちょうどいい散歩）
A.といえばこそだ（就因为说了？）
B.といったかもしれない（也许说过）
C.といったところだ（大致上的程度；再多也只是那样）
D.というにはあたらない（不需要说到这个程度）

練習８

１．（あの人は天才なのだから、わずか一日でこれを書き上げたからといって、驚く）
A.にはあたらない（不必；用不着）（「～するほどの大きな問題ではない／～しなくてもいい」という意味を表す。相手が過度に反応しているのに対し、「そこまで～する必要はない」と諌めたり諭したりするときに使用）
B.べきことだ
C.にきまっている
D.にちがいない

２．（健康が一番。どんな成功を収めても、病気になってしまったら）
A.それまでだ（到此为止；罢了）
B.それからだ
C.それほどだ
D.それのみだ

３．（彼は日本語ができるといっても、せいぜいあいさつや自己紹介）
A.といってはいられない
B.というほどだ
C.といったところだ（大致上的程度）
D.というものでもない

４．（不景気になって、ベテラン社員でさえ、会社を）
A.やめさせるまでもない（不必让他们辞职？）
B.やめられないですむ（不被他们辞职也过得去了？）
C.やめさせられている
D.やめないではおかしい（×）

５．（慌てていたため、もう少しで大切な資料をタクシーの中に）
A.忘れるところだった（差点）
B.忘れるところだろう
C.忘れないところだった
D.忘れるところではなかった

６．（慎重なあの人に限って、そんなミスを）
A.おかしてばかりいる（总是犯错）
B.おかすはずがない（その可能性は全くない）（不会犯错）
C.おかさないではいられない（不能不犯错）
D.おかそうとしている（快要犯错）

７．（あと一歩のところでチャンスを逃してしまい、くやしく）
A.てならない（「～てたまらない」とほぼ同義だが、「どうしても、自然に～なってしまう」という自発の強い感情を表す）
B.でなるべきだ（×）
C.てならなくない（×）
D.てなればいい（×）

８．（勉強の時間は長ければいい）
A.というものだ
B.というわけだ
C.といえばいい
D.というものではない（「決して～ではない／一般に～ではない」という断定や一般論を表す）

９．（もうあんなやつのことなんか、心配してやる）
A.ほどか
B.ぐらいか
C.ものか（「絶対に心配しない」という強い否定）
D.ことか

１０．（優秀な彼のことだから、試験に合格しても驚く）
A.ほかはない
B.にすぎない
C.ばかりだ
D.にはあたらない（不必；用不着）（１番参照）

練習９

１．（重病で歩くどころか）
A.起きあがるはずがない
B.起きあがることすらできない（「ＡどころかＢ」は相手が予想していること＜Ａ＞と事実は大きく違って実際は＜Ｂ＞だと述べる用法。ここでは「程度はＡ以上でＢ」を表している。）（「～すら」は「～さえ」とほぼ同義だが、よくないことに使用される）
C.起きあがることはできる
D.起きあがれないものでもない

２．（これほどはっきりと断られたら）
A.帰らないようだ（好像不走）
B.帰ることはない（你不必回去）
C.帰るまでもない（不需要回去）
D.帰らざるをえない（不得不回去）

３．（普段は時間を守るあの彼が遅刻してきたのだから、）
A.事故があったに違いない(一定出事故了)
B.事故があった（所以出事故了？）
C.事故を余儀なくされた（不得不出事故？）
D.事故になるかもしれない（也许会出事故？）

４．（犯人の境遇を考えると同情を）
A.禁じえない（禁不住）
B.せんがためだ（是为了做）
C.余儀なくさせる（使他同情）
D.いかんだ（如何）（が、それでも彼のやったことは明らかに犯罪行為だ）

５．（幼い子供といえども、罪を犯したからには罰を）
A.与えるわけにはいかない
B.与えないきらいがある（傾向）
C.与えるはずがない
D.与えずにはおかない（非处罚不可）（「～ずにはおかない」＋動作動詞では「～しなければ、自分の気が済まない／必ず～てやる」という強い決意を表す。親が自分の子供に対して？）

６．（大雨で試合は中断しているが、天気の回復の状態によっては再開）
A.するまでもない
B.するはずがない
C.しないわけではない（并不是不继续进行）（婉曲否定・部分否定）
D.しないまでだ

７．（仕事をしているといっても、あいつはただ座って新聞を眺めている）
A.にすぎない（只不过）
B.きらいがある（倾向）
C.までのことだ（没有办法只好）
D.にかたくない

８．（この報道は必ずしも真実を伝えているもの）
A.とは思えない（我不能认为）
B.に違いない（一定是）
C.であろう（可能是）
D.にあたらない（不必；用不着）

９．（横領していた部長は、退職を）
A.迫っていた（迫使别人辞职）
B.しないわけではない（并不是不辞职）
C.禁じざるを得ない（不得不禁止辞职）
D.余儀なくされた（不得不辞职）

１０．（こんなに雨が少ないと、水不足になり）
A.がたい（很难）
B.かねない（有可能）（「連用形＋かねない」でよくないことについての可能性を表すことが多い）
C.かもしれない（或许）
D.つつある（正在发生变化）

練習１０

１．（あんな気の弱い男に強盗なんて）
A.できっこない（决不会做）（「絶対に～ない」を表す口語の用法。）
B.できないこともない（也不是不会）
C.できないにほかならない（无非是不会？）
D.できないまでのことだ（只是不会罢了？）

２．（厳しいことを言うということは、愛情があるということに）
A.ほかならない（无非是…）（「～にほかならない」は「～以外のものではなく、正に～そのものだ」という他の選択を否定する強い断定表現）
B.ほかでもない（他の要件や人ではない。「～はほかでもない」「ほかでもない～」）（「今日集まってもらったのはほかでもない。来週の旅行についてだ」「ほかでもない鈴木さんの頼みだから断るわけにはいきませんね」）
C.ほかがない
D.ほかしかない

３．（ようやくたどり着いた山の頂上で見た景色のすばらしさ）
A.といったらなかった(「～といったらない」没有比更；极了)
B.といってもよかった
C.といったところだ
D.というわけではなかった

４．（お二人の末永いお幸せをお祈りして）
A.なりません
B.やみません（衷心）
C.たまりません
D.しょうがありません

５．（事業を拡大したこの企業も、不景気でついには倒産する）
A.きりだ
B.べきだ
C.なりだ
D.に至った（変化の結果、最終的にある状態、事態に達する）

６．（この新製品は我々現代人の生活に大きな影響を）
A.与えずにはいかない（×）
B.与えることを余儀なくされるだろう（不得不影响我们）
C.与えないではいられない（不能不给影响）
D.与えずにはおかないだろう（一定会影响）（必ず影響を与えるようになるだろう）

７．（こんなひどい社長の下で、どうして社員が意欲的に仕事を）
A.しないわけにはいかないのか（为什么不能不干活呢）
B.しないのだろう（为什么不积极干活呢）
C.することができよう（怎么能够积极地工作）（「どうして積極的に仕事をすることができるだろうか」という反問の形で「できるわけがない」という強い否定を表す）
D.することはないのか（为什么不用干活呢）

８．（単語というものはただたくさん知っていればいい）
A.というものだ
B.といってもいい
C.というはずではない（没有这种可能性？）
D.というものでもない（也并不是说只要大量记住它就好）

９．（マルチメディア（多媒体）の時代において、文字の役割はだんだんと変わっていくのではないかと）
A.思わざるを得ない（自発。「そうしたくないが、そうなってしまう」という不本意の意味を表す）
B.思うわけではない
C.思うとは限らない
D.思わないではおかしい（×）

１０．（今回の合格は、自分自身の努力の成果）
A.しかない（只有）
B.にかぎらない（不限于）
C.にともなわない（×）
D.にほかならない（无非；就是）
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